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【自己紹介】
2003年 同志社大学経済学部卒業

2003年 まちづくりNPOきゅうたなべ俱楽部 主宰（代表）

2007年 同大学院総合政策科学研究科 博士前期課程修了

内閣官房行政改革推進本部事務局 参事官付（〜2008年）
2009年 一般財団法人地域公共人材開発機構 事務局総括（〜2012年）

同志社大学政策学部 嘱託講師（〜2014年）
2012年〜京都府立大学公共政策学部 講師、同地域連携副センター長

2016年〜福知山公立大学地域経営学部 准教授

同北近畿地域連携センター長（2018年〜2020年）
2017年〜 総務省主権者教育アドバイザー （兼職）

2019年〜 厚生労働省地域雇用活性化支援アドバイザー （兼職）

2021年〜. 大阪公立大学大学院都市経営研究科非常勤講師（兼職）
2023年 龍谷大学政策学部非常勤講師（兼職）※終了
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０．はじめに
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【３つの都と私】

①平城京：生まれた、高校まで学んだ地域。

②平安京：学び、活動した地域。

京都市右京区・左京区に在住。

③東京都：公務員として働きに働いた地域。

渋谷区（恵比寿）に在住。

④もう一つの京都：福知山に家族で移住。

今年から２回目の自治会副会長

０．はじめに
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【主な著書】
・『地域力再生の政策学』（共著／ミネルヴァ書房／2010年）

・『地域貢献としての大学シンクタンク』（編著／公人の友社／2013年）

・『地域公共人材をつくる』（共著／法律文化社／2013年）

・『地方自治を問いなおす』（共著／法律文化社／2014年）

・『もう一つの自治体行革』（編著／公人の友社／2014年）

・『持続可能な地域実現と大学の役割』（共著／日本評論社／2014年）

・『地域力再生とプロボノ』（編著／公人の友社／2015年）

・『地域創生の最前線』（編著／公人の友社／2016年）

・『自治体政策への提言』（共著/北樹出版/2016年）

・『「みんな」でつくる地域の未来』（共著/公人の友社/2017年）

・『合併しなかった自治体の実際』（編著/公人の友社/2017年）

・『現場から見た「子どもの貧困」対策』（共著/公人の友社/2018年）

・『NPO最善線』（共著/京都新聞出版/2018年）

・『自治・分権と地域行政』（共著/芦書房/2020年）
・『話し合い学をつくる第3巻 これからの話し合いを考えよう』（共著/ひつじ書房/2021年）
・『公務員試験制度の新潮流』（共著/芦書房/2024年） ※発刊予定
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【主な公職（行政のみ）】
（国・京都府）
・総務省主権者教育アドバイザー

・厚生労働省地域雇用活性化支援アドバイザー

・国土交通省建設業イメージアップ戦略実践プロジェクトチーム委員 ※終了

・文部科学省地（知）の拠点大学による地方創生推進事業ペーパーレフェリー・面接員 ※終了

・京都府大阪・関西万博きょうと推進委員会Kyoto EXPO Council 委員

・京都府子育て支援団体認証制度検討委員会座長

・京都府少子化対策（子育て支援）審議会委員

・京都府京都版母子健康手帳の作成に関する検討会委員 ※終了

・丹後「子育ち」サポート協議会顧問

・京都府明るい選挙推進協議会委員

・京都府観光戦略会議委員 ※終了

・京都府教育委員会WWLコンソーシアム構築支援事業ALネットワーク京都運営委員会委員 ※終了

・京都府「ALL KYOTO FES」企画・運営・広報業務に係る公募型プロポーザル外部有識者 ※終了

・京都府教育委員会府立高校の在り方ビジョン検討会議委員 ※終了

・京都府知事選挙等に係る臨時啓発委託業務の公募型プロポーザル外部有識者 ※終了

・京都府丹後NPOパートナーシップセンター運営等業務委託事業者選定に係る外部有識者 ※終了

・京都府立福知山高校学校運営協議会会長

・京都府立宮津天橋高校学校運営協議会会長

・京都府内消費生活相談体制等有識者会議委員 ※終了

・京都府省エネ家電購入促進事業業務に係る公募型プロポーザル外部有識者 ※終了

・京都府大阪・関西万博会場における京都ブース企画・運営業務プロポーザル外部有識者 ※終了

・京都府大阪・関西万博会場における多目的エリア企画・運営業務委託事業者選定に係る外部有識者 ※終了

・京都府京都駅周辺エリアまるごとゲートウェイ情報発信業務委託事業者選定に係る外部有識者 ※終了

・京都府中丹広域振興局, 中丹地域経済牽引事業促進協議会委員 ほか
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・京丹後市網野庁舎跡地活用構想検討会議委員長 ※終了

・京丹後市網野交流センター・交流広場整備基本計画策定業務プロポーザル選定委員会委員 ※終了

・京丹後市政策提言プロジェクト講師（アドバイザー）

・京丹後市万博ロードマップ検討会会長

・京丹後市大阪・関西万博推進協議会会長

・京丹後市まちづくり委員会委員長 ※終了

・京丹後市総合計画審議会副会長 ※終了

・宮津市テレワーク事業審査委員会座長 ※終了

・宮津市総合計画等有識者会議委員

・宮津市市庁舎基本構想等検討委員会委員

・宮津市市民と市長の座談会コーディネーター

・宮津市地域創生SDGsアドバイザー

・与謝野町行政経営マネジメントアドバイザー

・与謝野町まち・ひと・しごと創生有識者会議座長 ※終了

・与謝野町総合計画審議会会長 ※終了

・与謝野町産業振興会議委員 ※終了

・与謝野町クラウドファンディング型ふるさと納税活用事業審査会委員 ※終了

・与謝野町公共施設等マネジメント推進委員会委員

・与謝野町住民参画まちづくり推進業務事業者選定委員 ※終了

・与謝野町ふるさとまちづくり活動応援補助金の団体登録に対する外部有識者 ※終了

・伊根町議会議員政治倫理審査会副会長 ※終了

・伊根町行政不服審査会委員 ※終了
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・福知山市行政改革推進委員 ※終了

・福知山市景観審議会会長 ※終了

・福知山市ポッポランドのあり方検討委員会座長 ※終了

・福知山市旧佐賀／公誠小学校活用事業優先交渉権者選定会議外部有識者 ※
終了

・舞鶴市政策づくり塾元副塾長 ※終了

・舞鶴市公開事業評価外部評価員 ※終了

・舞鶴市健康増進計画策定懇話会副会長 ※終了

・舞鶴市市長と市民との対話集会コーディネーター ※終了

・舞鶴市西市民プラザの運営方針に関する意見交換会委員（2024〜）

・舞鶴市市史編さん委員会専門部会委員

・舞鶴市加佐地域公共施設まちづくりワークショップアドバイザー

・舞鶴市商工会議所まいづる海自カレーキャラクター作品選考委員会委員※終了

・綾部市政策形成研修講師

・綾部市中学生みらい会議コーディネーター

・精華町まち・ひと・しごと創生有識者会議座長 ※終了
・精華町総合計画進行管理有識者会議副座長

・宇治市生涯学習審議会委員
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・兵庫県自治研修所講師

・兵庫県立佐用高校コンソーシアム協議会委員

・朝来市公正職務審査会委員

・養父市教育のあり方検討委員会委員

・養父市地域自治組織あり方検討会委員 ※終了

・丹波市行政評価外部評価委員会委員長

・丹波市総合計画審議会会長

・丹波市外部評価職員研修講師

・丹波市丹(まごころ)の里創生総合戦略推進委員会委員長

・丹波市行政改革プラン策定委員会委員長

・神戸市企画調整局指定管理者選定評価委員会地域協働部会委員

・神戸市地域活動の場づくりに関するワーキンググループ委員 ※終了

・神戸市地域福祉センターのあり方検討委員会委員 ※終了

・神戸市王子公園再整備大学公募要項アドバイザー ※終了

・神戸市王子公園再整備にかかる大学設置・運営事業者選考委員会委員 ※終了

・神戸市地域活動推進委員会委員

・神戸市自治会・まちづくり応援フォーラム講師 ※終了

・佐用町若者グループ活動応援事業に係る審査員

・滋賀県市町村研修センター講師

・守山市行政経営改革委員会委員 ※終了

・守山市豊かな市民活動のまち応援事業認定委員会

・守山市新庁舎カフェ運営事業者選定審査会 ※終了

・守山市総合計画（長期ビジョン）審議会

・草津市指定管理者選定評価委員会委員ほか
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【高校との繋がり】
・ （一財）大学コンソーシアム京都高大連携推進室員

・ 京都府教育委員会WWLコンソーシアム支援事業ALネットワーク京都運営委員
・ 府立高校の在り方ビジョンの策定に係る検討会議委員

・ 京都府立福知山高校学校運営協議会長、「みらい学Ⅰ」特別講義ゲスト講師

・ 同 鳥羽高校SGH 「イノベーション探求」講師・成果報告会コメンテーター
・ 同 宮津天橋高校学校運営協議会会長・ゲスト講師・成果報告会コメンテーター

・ 同 峰山高校「いさなご探求（総探）」成果報告会コメンテーター

・ 同 丹後緑風高校丹後活性化プレゼンテーション大会コメンテーター

・ 同 大江高校ゲスト講師

・ 同 東舞鶴高校（定時制）ゲスト講師

・ 聖ヨゼフ日星新時代に対応した高校改革推進事業運営指導委員会委員長、ゲスト講師

・ 兵庫県立柏原高校「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」運営指導委員会委員(
委員長)・普通科改革推進事業（副委員長）・学校運営協議会委員・特別非常勤講師

・ 同 生野高校 同上 運営指導委員会委員(副委員長) ・特別非常勤講師
・ 同 佐用高校コンソーシアム委員、総合的な探究の時間コメンテーター

・ 同 篠山産業高校総合的な探究の時間発表会コメンテーター

・ 同 姫路飾西高校総合的な探究の時間発表会コメンテーター

・ 丹波ミライプロジェクト（丹波市議会・柏原高校・氷上高校・氷上西高校）コーディネーター

・ 岡山県立林野高校地域連携協議会委員等 9
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【所属学会】
・自治体学会（評議員・理事、企画部会長、近畿自治体学会運営

委員）

・産学連携学会（学術誌委員会委員、関西・中四国支部幹事、

地域連携教育研究会代表）

・日本協働政策学会（理事、2015年度・2017年度開催校責任者）

・日本公共政策学会（2015年度研究大会実行委員、2020〜2021

年度研究大会実行委員）

・日本地域政策学会（2020〜2024編集委員、2024大会実行委員）

・日本NPO学会（2023年度第25回研究大会企画委員）

・日本オンブズマン学会（2016企画委員・開催校責任者）

・日本地域（地方）政治学会（現代政治コンペ審査委員長2016）

・コミュニティ政策学会ほか
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１．はじめに
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（出所）京丹後市ホームページ（2025）
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（出所）gdfreak（https://jp.gdfreak.com/public/detail/jp010050000001026212/18）

14



（出所）RESAS（https://resas.go.jp/）
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（出所）RESAS（https://resas.go.jp/）

10人中７人（74％）が帰って来ない
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17

２．地域コミュニティの現在地
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２．地域コミュニティの現在地
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【コミュニティとは（１）】

人びとが「つながり」とか「きずな」とか呼び、

また自治会・町内会の規約などの「親睦」など

と表現されている社会的承認のネットワーク

（出所）名和田是彦「都市のコミュニティ政策」『市政研究』220、2023

杉岡秀紀（福知山公立大学）

１．地域コミュニティの現在地

19
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【コミュニティとは（２）】

・コミュニティという概念を最初に用いたのは、
R・M・マッキーバー。
・コミュニティとは「地域社会における共同生
活体（共同体）」であり、コミュニティを母体と
して、学校・教会・病院・政党などの目的手
段はアソシエーション（組織）が成立するとし
た。

杉岡秀紀（京都府立大学）

１．地域コミュニティの現在地
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21杉岡秀紀（京都府立大学）

ゲマインシャフト
地縁・血縁関係などにより自然発生した緩やかにつな

がる社会集団を示し、多目的で温かい関係

ゲゼルシャフト
利害関係による人為的・作為的に作られ、限定的な目

的を達成するために機能するクールな関係

（参考）テンニースのゲマインシャフトとゲゼルシャフト

１．地域コミュニティの現在地

21
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【コミュニティとは（３）】

○定義（これまで）

生活の場において、市民としての自主性と責任

を自覚した個人および家庭を構成主体として、地
域性と各種の生活目標を持った、開放的でしか
も構成員相互に信頼感のある集団のこと
（国民生活審議会調査部会コミュニティ小委員会「コミュニティ－生活の場におけ
る人間性の回復－」1969）

↓
地域コミュニティ（地縁・血縁中心）

ex）町内会・自治会、小学校区、集落・住区など

１．地域コミュニティの現在地
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【コミュニティとは（４）】

○定義（これから）

↓

テーマコミュニティ（事縁・好縁・志縁）
ex）イベント・サークル・市民（任意）団体・ＮＰＯ

メンバーの自主的で民主的な参加を原則としなが
ら、一定の役割意識の存在と合意に基づくルール
によって、他の機関に従属することなく自律的・自
立的に運営される組織。
（山田睛義「再生コミュニティの運営」『コミュニティ再生と地方自治体再編』、2005）

杉岡秀紀（京都府立大学）

１．地域コミュニティの現在地
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【コミュニティとは（５）】

「地縁組織か志縁組織か、

という二項対立はもう古い」
（立命館大学名誉教授・乾享）

↓

「地縁内志縁組織」（乾享 2007）

「越境まちづくり活動者」（吉田哲・岩田伸一郎 2023）の重要性
杉岡秀紀（京都府立大学）

１．地域コミュニティの現在地
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人口減少対策＝人口を増やす政策

↓

人口減少対策＝人口が減少する前提で
人材や幸せが増えるための政策

１．地域コミュニティの現在地

25

【地方自治法第１条２】

地方公共団体は、住民の福祉の増進を図る

ことを基本として、地域における行政を自主的

かつ総合的に実施する役割を広く担うものと

する。
↓

福も祉も意味は同じ。

「（みんなの）幸せ＝ウェルビーング」26

１．地域コミュニティの現在地
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27杉岡秀紀（福知山公立大学）

１．地域コミュニティの現在地

27

（出典）坂倉杏介「地域の居場所からのコミュニティづくり-芝の家の「中間的」で「小さい」グループ生成を事例に-」

【かつての地域社会】

１．地域コミュニティの現在地

28



【現代の地域社会】

（出典）坂倉杏介「地域の居場所からのコミュニティづくり-芝の家の「中間的」で「小さい」グループ生成を事例に-」

１．地域コミュニティの現在地

29
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（参考）自治会・町内会への不満

①ライフスタイルに合っていない

職住不一致／共働きの増加／働き方の多様化

／価値観の多様化

②業務・運営の問題

業務過多／マンネリ感／トップダウンの組織運営

／新しい意見や技術が受け入れられない／女性が

参加しにくい／お金の使い道が不透明／事業内容

がニーズとずれている／会長が２人になった等

（出典）松下啓一『元気な町内会のつくり方』日本橋出版、2023

30



【自治会を取り巻く環境変化】

31

人口減少の本格化、地域
課題の多様化・複雑化

社会の
変化

自営業者の減少、高齢化
夫婦共稼ぎ世帯の増加

担い手の
変化

予算の見直し、
職員数や体制の見直し

行政の
変化

１．地域コミュニティの現在地

31

32

（参考）神戸市の自治会

（出所）神戸市提供資料
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33

（参考）神戸市の自治会

（出所）神戸市提供資料

33

【自治会の課題認識】

34

① 会計のあり方

② 加入の促進、入退会の方法
cf）行政書士による脱退サポート（2.5万〜3.5万）

③ 行政との関わり

④ 会員の高齢化、役員のなり手不足

⑤ 活動が分かりにくい、 負担が大きい
525
票

224
票

114票

64票

59票

0 200 400 600
（出所）朝日新聞 2015年9月28日

１．地域コミュニティの現在地

34



（出典）平成26年版 防災白書

（参考）平成26年版 防災白書
○阪神・淡路大震災における救助の主体と救
出者数
・近隣住民等：77.1％
・消防・警察・自衛隊等：22.9％
（うち救助隊1.7％）

↓

自助と共助（近助）がポイント

１．地域コミュニティの現在地

35

「「イツモ」あいさつを交わしており、阪神・淡路
大震災が発生したとき、ご近所同士と「イツモ」
あいさつを交わす人が、自分が見当たらない
ことに気づいてくれ、倒壊した建物の下敷きに
なっていたところを助けてもらえた。（中略）。イ
ツモ挨拶していることが結果的に命を救うこと

になったのです（イツモ防災）。」

（渥美公秀・大阪大学教授）
（出典）紙屋高雪『どこまでやるか、町内会』ポプラ新書、2017

１．地域コミュニティの現在地
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37

２．アンケートからみる若者と地域

37

38

２．アンケートからみる若者と地域

38



39
(出所) 丹後教育局ホームページ(2024)

７割が将来の夢を持っている。

２．アンケートからみる若者と地域

39

40
(出所) 丹後教育局ホームページ(2024)

６割が丹後に解決したい課題がある。

２．アンケートからみる若者と地域
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41
(出所) 丹後教育局ホームページ(2024)

７割が家族や友人と地域課題について話していない

２．アンケートからみる若者と地域

41

42
(出所) 丹後教育局ホームページ(2024)

自分の行動で丹後をよくできると思うのは２割。

２．アンケートからみる若者と地域
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43
(出所) 丹後教育局ホームページ(2024)

９割が丹後地域のことが好き。

２．アンケートからみる若者と地域

43

44
(出所) 丹後教育局ホームページ(2024)

丹後地域への居住意向は半々。

２．アンケートからみる若者と地域
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45
(出所) 丹後教育局ホームページ(2024)

丹後で将来働きたいと思うのは４割弱。

２．アンケートからみる若者と地域

45

46
(出所) 丹後教育局ホームページ(2024)

小中学生から地域学習をすると７割効果あり。
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4747

若者やIターン社に地域や社会に
関心を持ってもらうためには
どうすれば良いと思いますか？

杉岡秀紀（福知山公立大学）

２．アンケートからみる若者と地域

47

48杉岡秀紀（福知山公立大学）

AAR

２．アンケートからみる若者と地域

48



49杉岡秀紀（福知山公立大学）

A :Anticipation：楽しむ
A :Acition：動く
R :Reflection：ふりかえる

２．アンケートからみる若者と地域

49

事例１ 兵庫県朝来市

３．事例紹介

50



（出典）馬袋真紀「総務省人材育成研究会」発表資料

51

（出典）馬袋真紀「総務省人材育成研究会」発表資料
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（出典）馬袋真紀「総務省人材育成研究会」発表資料

53

（出典）馬袋真紀「総務省人材育成研究会」発表資料
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（出典）馬袋真紀「総務省人材育成研究会」発表資料

55

（出典）馬袋真紀「総務省人材育成研究会」発表資料

56



（出典）朝来市ホームページ（https://www.city.asago.hyogo.jp/soshiki/3/2475.html）

57

事例２ 鹿児島県鹿児島市

３．事例紹介
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（出典）金子陽飛「神戸市自治会・まちづくりフォーラム」発表資料（2025）

59

（出典）金子陽飛「神戸市自治会・まちづくりフォーラム」発表資料（2025）
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（出典）金子陽飛「神戸市自治会・まちづくりフォーラム」発表資料（2025）

61

（出典）金子陽飛「神戸市自治会・まちづくりフォーラム」発表資料（2025）
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（出典）金子陽飛「神戸市自治会・まちづくりフォーラム」発表資料（2025）

63

（出典）金子陽飛「神戸市自治会・まちづくりフォーラム」発表資料（2025）
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（出典）金子陽飛「神戸市自治会・まちづくりフォーラム」発表資料（2025）

65

（出典）金子陽飛「神戸市自治会・まちづくりフォーラム」発表資料（2025）
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（参考）京丹後市

３．事例紹介

67

（出典）中山泰「地域経営学特別講義」発表資料（2024）

３．事例紹介
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（出典）京都新聞 2024年8月29日

３．事例紹介

69

70

【溝谷組】

・293世帯676人の地域。
・高齢化率43.79％
・自治会や消防団、子供会の組織の枠を超え
幅広い年齢・職業・立場の人が自由に参加で
きる「溝谷組」を結成。

・若者たちが参加すると地域通貨をもらえる。

３．事例紹介
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（出所）京都新聞 2024年６月18日

71

事例３ 鹿児島県鹿屋市

３．事例紹介
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73

○鹿児島県鹿屋市柳谷集落

・自治公民館主導で焼酎の商品開発を行い、

売上の一部を住民に還元。

（出典）豊重哲朗「地域づくりに求められるリーダーR論」講演資料、2023

３．事例紹介

73

74

（参考）やねだん

３．事例紹介
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１．住民自治

１．自主財源確保

１．還 元
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わくわく運動遊園建設
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サツマイモ栽培

平成１４年７月１２日
記事
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焼酎 『やねだん』 発表会

集落全体でのパレード（左）

焼酎 『やねだん』
（右）

81

柳谷高校生クラブ結成会

82



平成１３年６月１８日 記事 平成１８年５月１５日 記事

83

Uターンはじまる！ 小学生１２人・幼児１５人
～２０１８年４月現在～

～寺子屋① （学習） ～
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平成１８年５月 ４日
記事
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87

やねだん人口分布図 ～令和３年１月１日現在～

集落機能維持のためには？ 人口の１０％位を少子（０才～１４才）
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石破 茂 地方創生担当相 やねだんに来訪

２０１５年１月２４日～２５日

小泉 進次郎内閣府政務官 やねだんに来
訪

２０１５年８月１日～２日

総務大臣政務官 小倉將信 やねだんに来訪

２０１８年５月２日

鹿児島県知事 三反園 訓 やねだんに来訪

２０１８年１月１２日

89

（出典）豊重哲朗「地域づくりに求められるリーダーR論」講演資料、2023 ※ここまで
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【まとめ】

AAR＋ATI
（圧倒的・当事者／楽しみ・意識）

杉岡秀紀（福知山公立大学）

４．おわりに

91

92

【２つのソウイ】

地域自治は「最後の一人」と「総意」。

地域づくりは「最初の一人」と「創意」。

（役重眞喜子・岩手県立大学総合政策学部准教授）

４．おわりに

92



「GENKAI」ー「A（諦め）」

＝「GENKI（元気）」
（渡邊和重：古屋自治会会長）

杉岡秀紀（福知山公立大学）

４．おわりに

93

「すき（好き）」＋「て（手）」

＝「すてき（素敵）」
（大南信也：NPO法人グリーンバレー創業者）

杉岡秀紀（福知山公立大学）

４．おわりに

94



「大変」

＝「大きく変わ（え）る」

杉岡秀紀（福知山公立大学）

４．おわりに

95

96

「人口」と「人交」

＝人生の数、人との交流

（藤山浩／持続可能な地域社会総合研究所所長）

４．おわりに
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97

「連携」から「連「繋」へ」

（林靖人／信州大学副学長）

４．おわりに

97

98

まちづくりは

手紙を書いているようなもの。

その宛先は

（未来の）こどもたち。
（出典）中貝宗治『なぜ豊岡は世界に注目されるのか』集英社新書、2023

４．おわりに
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杉岡秀紀（福知山公立大学）

５．おわりに

（出所）丹後教育局「子育ちサポート協議会」議事録令和６年12月４日 
99

100

杉岡 秀紀

公立大学法人福知山公立大学 地域経営学部 准教授

大阪公立大学大学院都市経営研究科 非常勤講師（兼任）

島根県立大学地域政策学部 非常勤講師（兼任）

総務省主権者教育アドバイザー

厚生労働省地域雇用活性化推進事業地域支援アドバイザー

自治体学会評議員・理事・企画部会長

（E-mail）sugioka-hidenori@fukuchiyama.ac.jp
（HP）http://sugiokahidenori.jimdo.com

連絡先

杉岡秀紀（福知山公立大学）

100

http://sugiokahidenori.jimdo.com/

